
事業所名：テクノ冷熱株式会社 

 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

「人と自然と建物の優しい関係を築き、理想の環境作りを目指す」を経営理念とし、そのために、

工事工程における安全性や品質の確保、全社員がやりがいを持って働ける環境の整備に努め、

これらの取組を継続・発展させることで SDGsの実現を目指していきます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

社会 

経済 

社員の有休休暇の取得を促進するた

めに、毎月休暇取得希望アンケートを

行う。 

全社員が有給休暇

を年間 8.5日以上取

得する。 

平均取得日数は 5日

で、目標を下回った。

業務繁忙期の偏り等

が要因として考えら

れる。 

環境 

☐社会 

☐経済 

環境対応製品の積極的購入、販売 

環境対応製品(空調

機器等)の採用率 

2022年 75％→2025

年 80％ 

環境対応製品の採

用率 74％で、目標を

下回った。一部製品

の供給状況やコスト

面の課題が影響した

と考えられる。 

☐環境 

☐社会 

経済 

多様な人材（女性、外国人、障害者、

高齢者等）の中途採用の実施 

中途採用の実施の

有無 

2022 年→未実施→ 

2025年 実施 

シングルマザーの採

用、外国人技能実習

生の受入を実施し

た。 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

今期は、有給休暇取得日数および環境対応製品の採用率において目標未達成となったが、課題

の要因が明確になり、次期に向けた改善策を検討する機会となった。一方で、中途採用の実施

や多様な人材の受入を進めるなど、働きがい・人材育成の分野では前向きな進展が見られた。 

これらの取り組みを踏まえ、次期は働きやすい職場環境づくりと環境配慮型経営の両立をさらに

推進していく。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

経済 

平均取得日数が目標未達となったため、計画的

付与の活用や業務分担の見直しを行い、取得し

やすい環境づくりを進める。 

有給休暇を年間 6.5 日以上取得

する 

環境 

☐社会 

☐経済 

採用率が目標に届かなかったことを踏まえ、仕

入先との調整強化や選定基準の見直しを行い、

環境対応製品の採用を促進する。 

環境対応製品（空調機器等）の

採用率 76％以上を目指す 

☐環境 

☐社会 

経済 

前期に実施した中途採用を継続し、シングルマ

ザーや外国人技能実習生など多様な人材の定

着支援を進め、働きやすい環境を整える。 

多様な人材の受入れを継続実施

し、中途採用 1 名以上、外国人

技能実習生の継続受入を目指す 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 
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・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

企業活動を通じて地域社会に貢献するため、(一社)鹿児島県冷凍空調工業保安協会、鹿児島市

管工事協同組合が行うボランティア活動などに積極的に参加・協力している。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


